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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

長座体前屈、反復横跳び、20ｍシャトルラン、 

50ｍ走、立ち幅跳び 

〇前回の記録より下回った種目 

握力、上体起こし、ハンドボール投げ 

男子は、全国平均と同程度か上回っている項目がいくつかあ

り、全体的に運動習慣が身に付いている生徒が多いと見られる。

体育の授業、部活動でスポーツの楽しさを味わい、より積極的に

運動に親しむことができる工夫をしていきたい。 

 〇前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

握力、長座体前屈、反復横跳び、20ｍシャトルラ

ン、50ｍ走、立ち幅跳び 

〇前回の記録より下回った種目 

上体起こし、ハンドボール投げ 

女子は、前回の記録を上回っている項目が多かったが、全国

平均や体力合計点は大きく下回った。運動が苦手な生徒にも、自

主的に運動に参加できるような授業づくりや環境づくりをしていき

たい。 

 運動やスポーツが好き、やや好きと答えた生徒の割合 

R６ 男 92.2% 女 79.0%   R７ 男 95.3% 女 78.3% 
体育の授業が楽しい、やや楽しいと答えた生徒の割合 

R６ 男 94.7% 女 90.0%   R７ 男 98.8% 女 91.6% 

体力・運動能力向上の目標を立てていると答えた生徒の割合 

R６ 男 68.3% 女 51.6%   R７ 男 70.6% 女 70.0% 

目標を立てて運動をおこなっている生徒が増加した。特

に女子の値が増加したのは、取り組みの成果が表れたと言

える。主体的に運動に取り組む授業づくりや声掛けを継続

していきたい。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

  ・地域の課題に合わせて、外部人材の積極的な活用をしていく。 

  ・小中一貫教育の推進による情報共有や実践交流を進めていく。 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

・毎時間の体つくり運動の実施（補強運

動、縄跳び、ストレッチ等）を通して自

己の目標設定の工夫をし、達成時の

成就感の実感 

 

・運動の楽しさを実感できる課題探求的

な学習の推進に基づく活動 

 

・ICTを活用し、運動課題の発見や解決

の手立てを分析して練習方法を工夫

し、上達を実感できる授業づくり 

・各教科等の内容を関連付けた健康教育の

推進 

 

・外部講師の積極的活用（非行防止教室で

の薬物乱用、助産師講演会等）や、家庭・

地域との連携 

 

・札幌市食育モデルカリキュラムを活用し、

食育の更なる充実を行う 

 

・保健だより、給食だより等で本校の取り組

み内容を発信 

・昼休みの体育館、グラウンド開放 

 

・各部活動の様子を見学、体験できる「ドリーム

イベント」の実施 

 

・ICTを効果的に活用した運動プランの作成 

 

・家庭などの授業以外で取り組むことができる運

動事例の紹介 

 

・モルックやボッチャ競技などのスポーツレクリ 

エーション活動の推進 


